
愛知県地球温暖化対策計画書制度に
おける現状の評価及び公表について
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（地球温暖化対策計画書等に係る評価及び公表）

第十条 知事は、（中略）提出された地球温暖化対策計画書又は地球温暖化対策

実施状況書について、温室効果ガスの排出の状況その他の規則で定める事項

を公表するとともに、温室効果ガスの排出の量の削減等に関する取組の状況

等の評価を知事が別に定めて公表する基準により行い、当該評価の結果のう

ち規則で定めるものについて公表するものとする。

２ 特定事業者は、第八条第一項又は前条第一項の規定により地球温暖化対策

計画書等を作成したときは、その内容を公表するよう努めなければならない。

愛知県地球温暖化対策推進条例
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（地球温暖化対策計画書等に係る公表）

第五条 条例第十条第一項の規則で定める事項は、次に掲げるとおりとする。た

だし、公表することにより特定事業者の権利、競争上の地位その他正当な利益

を害するおそれがあると知事が認める情報を除く。

一 氏名又は名称及び住所並びに県内の主たる工場等の名称及び所在地

二 主たる事業（連鎖化事業者にあっては、連鎖化事業）の業種

三 温室効果ガスの排出の状況

四 温室効果ガスの排出の量の削減等に係る目標（地球温暖化対策実施状況

書にあっては、温室効果ガスの排出の量の削減等に係る目標の達成状況）

２ 条例第十条第一項の評価の結果のうち規則で定めるものは、温室効果ガスの

排出の量の削減等に関する取組の状況等が優れていると認められる評価の結

果とする。

愛知県地球温暖化対策推進条例

公表する計画書・状況書の報告項目：詳細は16ページ

公表する計画書・状況書の評価結果：詳細は16ページ

事業者 愛知県

計画書

状況書
(第３(最終)年度)

計画書の受理
提出 計画書の公表

計画書の評価
評価結果の公表

評価結果の
フィードバック

審査

状況書の受理
提出 状況書の公表

状況書の評価
審査 評価結果の公表

状況書
（第1,2年度）

状況書の受理提出 状況書の公表

評価結果の
フィードバック

※計画書等の内容について、
県から事業者に対し適宜助言 4

 評価、公表、助言

 計画書等の内容について、県が評価、評価結果を公表、必要な助言

を実施

 地球温暖化対策計画書制度のフロー

地球温暖化対策計画書制度



ア 温室効果ガス排出量
・ 自らの排出量の削減についての評価

イ 削減対策
・ 自らの排出量削減に寄与する取組の評価

ウ 先進的・先導的対策
・ 自らのみならず社会全体の排出量削減に寄与する

先進的・先導的な取組の評価

地球温暖化対策計画書制度における評価
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評価対象 考え方

計画書 より積極的で実効性の高い計画策定を促す。

状況書 ＰＤＣＡを機能させる。多様な取組を積極的に評価
する。

○ 評価の対象と考え方

評価項目の概要
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評価項目の種類

評価のランク

その他の公表内容公表対象 公表対象外

S A B Ｃ －

ア 温室効果ガス
排出量

○ ○ ○ ○ － －

イ 削減対策 ○ ○ ○ － －
Ｓ又はＡの場合の

自主対策の内容

ウ 先進的・先導的
対策

○ ○ － － ○
先進的・先導的対策
の内容

【評価ランク】
模範的・先進的（Ｓ）、優（Ａ）、良（Ｂ）、良未満（Ｃ）、

評価なし（－）のいずれかを判断
評価項目ごとに評価を行う（総合評価としない）

評価ランクと公表基準
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【評価方法】

 「排出量」又は「排出原単位」のいずれかを評価

 基準年度比削減率の計画期間平均値を評価

【評価基準】

ランク

評価基準

計画書

（削減率の「目標」）

状況書（第３年度）

（削減率の「実績」）

Ｓ 6％以上

Ａ 2％以上6％未満

Ｂ 0％以上2％未満

Ｃ 0％未満

評価ランクと評価基準（ア 温室効果ガス排出量）①
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【評価基準の考え方】
省エネ法の水準を基に、Ａランクの基準を設定

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

基準年度 第１年度 第２年度 第３年度 期間平均

1%減
約2%減
（1.99％減）1%減

1%減

（%）

評価ランクと評価基準（ア 温室効果ガス排出量）②
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種 類 解 説

必須対策  省エネ法の「判断基準」を踏まえ、以下の視点で設定

 多くの事業所が該当する対策

 設備や組織の運用面での対策

 単発的ではない継続的な実施が必要な対策

 類似の設備を１つのカテゴリーに統合
例）燃焼設備、流体機械、空調設備、照明設備など

基盤対策  必須対策を実施する際の基盤となる対策
1. 推進体制の整備、2. エネルギー利用設備の管理
3. エネルギー使用量等の把握、4.使用実態の確認

自主対策
 必須対策以外の、自らの排出量の削減に寄与するもの
 エネルギー起源CO2以外の削減対策

16項目

（4項目）

（1項目）

【対策の種類】

評価ランクと評価基準（イ 削減対策）①
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【評価方法】
削減対策の実施率を評価

実施率（％）＝

※自主対策は上限３件まで。また、自主対策の内容と
削減効果（t-CO2/年）を様式へ記載する必要がある。

☞必要性が高い必須対策の実施を重視

（実施済・実施予定の必須対策数
＋自主対策の対策予定数※）

必須対策のうち該当する対策数
×100

計画書の場合

評価ランクと評価基準（イ 削減対策）②
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【評価基準】

ランク
評価基準

計画書 状況書（第３年度）

Ｓ
該当する全ての必須対策が
実施済又は実施予定

該当する全ての必須対策が
実施済

Ａ
次の全てを満たす場合
 基盤対策が全て実施済又

は実施予定
 「実施率」が100%以上

次の全てを満たす場合
 基盤対策が全て実施済
 「実施率」が100％以上

Ｂ 上記以外の場合 上記以外の場合

評価ランクと評価基準（イ 削減対策）③
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【対策の分類①】

１ 低炭素型の技術・製品・サービスの調達における対策

①低炭素型社会の構築につながる技術・製品・サービスの調達

②調達先のサプライチェーンの温室効果ガス削減につながる取組

【対策の要件】

◆自らのみならず社会全体の温暖化対策に寄与するもの
◆県内の事業場、事業所が主体的に関わる取組

２ 低炭素型の技術・製品・サービスの提供における対策

①低炭素型社会の構築につながる技術・製品・サービスの提供

②供給先のサプライチェーンの温室効果ガス削減につながる取組

評価ランクと評価基準（ウ 先進的・先導的対策）①
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【対策の分類②】

３ その他の先進的・先導的対策

①地球温暖化対策の実施状況や排出量の情報開示

② 従業員に対する低炭素行動（特定事業者からの排出に関わら

ないもの）の促進

③二酸化炭素の吸収源整備

④地球温暖化対策に関わる人材の育成や技術の伝承

⑤地球温暖化対策に関わる技術の研究開発の推進

⑥その他温室効果ガスの削減に寄与する対策

評価ランクと評価基準（ウ 先進的・先導的対策）②
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【評価方法】
先進的・先導的対策の実施対策数を評価

【評価基準】

※報告できる対策数の上限は10件。また、対策の内容と

ランク
評価基準

計画書 状況書（第３年度）

Ｓ 次の全てを満たす場合
 対策の実施予定数（実施数）が5以上
 上記の対策が、1～3の分野のうち2分野以上に該当

Ａ 対策を予定（実施）しているが、Ｓに満たない場合

－ 上記以外の場合

評価ランクと評価基準（ウ 先進的・先導的対策）③
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※ 削減効果（t-CO2/年）の記載欄あり。

計画書制度における公表項目
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計画書 実施状況書※２

一般事項

 氏名又は名称・住所、県内の
主たる工場等の名称・所在地、
主たる事業の業種

 基準年度の温室効果ガス別
の排出量、補正後の排出量

 基準年度及び計画期間、排
出の量の削減等に係る目標

 氏名又は名称・住所、県内の
主たる工場等の名称・所在地、
主たる事業の業種

 実績年度の温室効果ガス別
の排出量、補正後の排出量

 実施年度、基準年度及び計
画期間、排出の量の削減等
に係る目標の達成状況

評
価
結
果

温室効果
ガス排出量

 事業者名・評価ランク  事業者名・評価ランク

削減対策

 事業者名・評価ランク
 自主対策の実施内容・検討

内容、実施年度、実施工場
等及び削減効果

 事業者名・評価ランク
 自主対策の実施内容、実施

年度、実施工場等及び削減
効果

先進的・
先導的対策

 事業者名・評価ランク
 実施内容、実施年度及び削

減効果

 事業者名・評価ランク
 実施内容、実施年度及び削

減効効果

※１ 評価結果の内容が公表されるのは、各項目ごとにS又はAの事業者のみ。
※２ 別添補足資料は、実際に公表している実施状況書の例

※１



資料３補足資料






